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今期間，関東・中部地方とその周辺でM4.0以上の地震は122回，M5.0以上の地震は15回発生した．

このうち，関東・中部地方では，2018年8月17日に硫黄島近海で発生したM6.6の地震が最大の地震

であった． 

2018年5月～10月のM4.0以上の地震の震央分布を第1図(a)及び(b)に示す．  

主な地震活動は以下のとおりである． 

 

（1）鳥島近海の地震（M5.7，震度1以上を観測した地点なし，第2図） 

2018年5月6日15時03分に鳥島近海でM5.7の地震（震度1以上を観測した地点はなし）が発生し

た．この地震は，フィリピン海プレートの地殻内で発生した．この地震に伴い，東京都の八丈島

八重根で0.3mの津波を観測したほか，伊豆諸島と静岡県で微弱な津波を観測した． 

 

（2）長野県北部の地震（M5.2，最大震度5弱，第3図(a)～(d)） 

2018年5月12日10時29分に長野県北部の深さ11kmでM5.2の地震（最大震度5弱）が発生した．こ

の地震は，地殻内で発生した．発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ型である．この地

震の震源付近では，2014年11月22日にM6.7の地震（最大震度6弱）が発生し，負傷者46人，住家

全壊77棟などの被害が生じた（被害は，総務省消防庁による）．この2014年の地震は神城断層の

北部で発生した．Double Difference法1) （以下，DD法）による詳細な震源分布から，今回のM5.2

の地震は2014年の地震の活動域内の深部で発生したことがわかる． 

 

（3）千葉県北東部の地震（最大M5.3，最大震度4，第4図(a), (b)） 

2018年5月17日12時12分に千葉県北東部の深さ52kmでM5.3の地震（最大震度4）が発生した．ま

た，この地震の震源付近では，10月12日13時15分に千葉県北東部の深さ52kmでM5.2の地震（最大

震度4）が発生した．これらの地震は，発震機構がそれぞれ東西方向に圧力軸を持つ逆断層型，西

北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，いずれも太平洋プレートとフィリピン海プレート

の境界で発生した．また，10月12日のM5.2の地震は既往の相似地震グループの最新の地震として

検出された． 

 

（4）長野県北部（長野県・新潟県県境付近）の地震（M5.2，最大震度5強，第5図(a)～(f)） 

2018年5月25日21時13分に長野県北部の深さ6kmでM5.2の地震（最大震度5強）が発生した．こ

の地震は，地殻内で発生した．発震機構は北北西－南南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型であ

る．震源は，十日町断層帯の南端付近に位置している．この地震の発生後，7月31日までに震度1

以上を観測する地震が20回（最大震度3：1回，最大震度2：6回，最大震度1：13回）発生するなど，

6月はじめ頃にかけて地震活動が活発となった．今回の地震の震源付近では，2011年3月12日にM6.7
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の地震（最大震度6弱）の地震が発生し，同年6月頃にかけて活発な地震活動がみられた．DD法に

よる詳細な震源分布から，今回のM5.2の地震は2011年の地震の活動域内で発生したことがわかる． 

 

（5）千葉県東方沖から千葉県北東部及び南部付近にかけての地震活動（最大M4.9，最大震度4，

第6図(a)～(i)） 

2018年6月3日から千葉県東方沖から千葉県北東部及び千葉県南部付近にかけて地震活動が活発

となり，7月31日までに最大震度1以上を観測した地震が29回（最大震度4：2回，最大震度3：6回，

最大震度2：8回，最大震度1：13回）発生した．最大規模の地震は，6月12日05時09分に千葉県東

方沖の深さ17kmで発生したM4.9の地震（最大震度3）で，最大の震度となった震度4を観測した地

震は，16日11時09分のM4.4の地震及び26日19時46分のM4.3の地震である．最大規模及び最大震度

を観測した地震は，いずれもフィリピン海プレートと陸のプレートの境界で発生した．今回の地

震活動の震源付近では，今回の地震活動と同時期に，プレート境界でゆっくりすべりが発生して

おり，同様の現象が1996年，2002年，2007年，2011年，2014年にも発生している（国土地理院，

防災科学技術研究所による）．今回の地震活動は，M2.0以上のまとまった地震活動が発生当初か

ら32日間継続するなど，過去のゆっくりすべりと同期して発生した地震活動と比べて活発な活動

であった． 

なお，気象庁が南関東地域に設置している体積ひずみ計でも，今回の地震活動と同時期に発生

したゆっくりすべりに伴うひずみ変化が捉えられた．  

 

（6）群馬県南部の地震（M4.6，最大震度5弱，第7図(a)～(c)） 

2018年6月17日15時27分に群馬県南部の深さ14kmでM4.6の地震（最大震度5弱）が発生した．こ

の地震は地殻内で発生した．発震機構は東西方向に圧力軸を持つ逆断層型である． 

 

（7）千葉県東方沖の地震（M6.0，最大震度5弱，第8図(a)～(g)） 

2018年7月7日20時23分に千葉県東方沖の深さ57kmでM6.0の地震（最大震度5弱）が発生した．

この地震は，発震機構（CMT解）が西北西－東南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型で，太平洋

プレート内部で発生した．一方，P波初動による発震機構は，西北西－東南東方向に圧力軸を持

つ逆断層型であった．これらの発震機構と，DD法等による震源分布，海域観測網データも活用し

た発震機構の詳細な解析から，今回の地震は太平洋プレートとフィリピン海プレートの境界付近

で発生した初期破壊が，太平洋プレート内部での主破壊に進展した可能性がある． 

なお，今回の地震の震央付近では，6月3日から上記（5）の活動がみられているが，これらとは

深さが30～40km程度異なっている． 

 

（8）茨城県沖の地震（M4.8，最大震度4，第9図(a), (b)） 

2018年7月17日04時34分に茨城県沖の深さ52kmでM4.8の地震（最大震度4）が発生した．この地

震は発震機構が西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートと陸のプレート

の境界で発生した．また，この地震は既往の相似地震グループの最新の地震として検出された． 

 

（9）硫黄島近海の地震（最大M6.6，最大震度1，第11図(a), (b)） 

2018年8月17日03時21分に硫黄島近海でM6.3の地震（震度1以上を観測した地点なし），同日03
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時23分に硫黄島近海の深さ11km（CMT解による）でM6.6の地震（最大震度1）が発生した．M6.6

の地震は発震機構（CMT解）が東西方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートとフィリピ

ン海プレートの境界で発生した． 

 

（10）茨城県沖の地震（M5.5，最大震度4，第12図） 

2018年9月5日05時11分に茨城県沖の深さ60kmでM5.5の地震（最大震度4）が発生した．この地

震は太平洋プレート内部で発生した．発震機構（CMT解）は東西方向に圧力軸を持つ逆断層型で

あった． 

 

（11）千葉県南東沖の地震（M4.7，最大震度4，第13図） 

2018年9月10日23時58分に千葉県南東沖の深さ35kmでM4.7の地震（最大震度4）が発生した．こ

の地震は，発震機構が北西－南東方向に張力軸を持つ横ずれ断層型で，フィリピン海プレート内

部で発生した． 

 

（12）埼玉県南部の地震（M4.3，最大震度4，第15図） 

2018年9月18日17時11分に埼玉県南部の深さ77kmでM4.3の地震（最大震度4）が発生した．この

地震は，発震機構が東西方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートとフィリピン海プレー

トの境界で発生した．また，この地震は既往の相似地震グループの最新の地震として検出された． 

 

（13）千葉県東方沖の地震（M4.7，最大震度4，第16図） 

2018年10月4日00時15分に千葉県東方沖の深さ31kmでM4.7の地震（最大震度4）が発生した．こ

の地震の発震機構（CMT解）は南北方向に圧力軸を持つ型である． 

 

（14）愛知県東部の地震（M5.0，最大震度4，第17図） 

2018年10月7日10時14分に愛知県東部の深さ42kmでM5.0の地震（最大震度4）が発生した．この

地震は，フィリピン海プレート内部で発生した．発震機構は，東北東－西南西方向に張力軸を持

つ横ずれ断層型である． 

 

（15）栃木県北部の地震（M3.7，最大震度4，第18図） 

2018年10月15日16時10分に栃木県北部の深さ3kmでM3.7の地震（最大震度4）が発生した．この

地震は地殻内で発生した．発震機構は北西－南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型である． 

 

（16）その他の主な地震活動 

      地震の   震源の 

発生年月日   震央地名      規模(M)  深さ(km)   最大震度 

2018年 

   7月29日     栃木県北部             4.5           7      3  （第10図） 

   9月14日     茨城県北部             4.9           7      3  （第14図） 

   10月27日    茨城県沖               5.0     10(CMT解による)   3  （第19図） 
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第1図(b) つづき（2018年8月～10月，M≧4.0，深さ≦700km） 
Fig. 1(b)  Continued (August – October 2018, M≧4.0, depth≦700km). 

第1図(a) 関東・中部地方とその周辺の地震活動（2018年5月～7月，M≧4.0，深さ≦700km） 
Fig. 1(a)  Seismic activity in and around the Kanto and Chubu districts (May – July 2018, M≧4.0, depth≦700km). 
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 2018年５月６日15時 03分に鳥島近海でM5.7の
地震（震度１以上を観測した地点はなし）が発生
した。この地震は、フィリピン海プレートの地殻
内で発生した。気象庁はこの地震に対して、同日
15 時 20 分に津波予報（若干の海面変動）を発表し
た。この地震に伴い、東京都の八丈島八重根※1 で
0.3m の津波を観測したほか、伊豆諸島と静岡県で
微弱な津波を観測した（下表）。 
1980 年以降の活動をみると、今回の地震の震央

付近（領域ａ）では、M６程度の規模にも関わらず
津波を観測した地震が時々発生しており、2015 年
５月３日の地震（M5.9）では八丈島八重根で 0.6m
などの津波を観測した。 
今回の地震の発震機構（CMT 解、下図）は、これ

らの津波を観測した地震の発震機構と比較的良く

似ている。 

第一波

到達時刻 発現時刻
高さ

（cm）
伊豆大島岡田 気象庁 ６日 - ６日 16:48 5
八丈島八重根 ※1 気象庁 ６日 15:- ６日 15:49 0.3m
神津島神津島港 海上保安庁 ６日 - ６日 16:44 9
三宅島阿古 海上保安庁 ６日 15:- ６日 16:01 6

静岡県 南伊豆町石廊崎 気象庁 ６日 - ６日 17:03 4

都道府県 津波観測施設名 所属
最大波

東京都

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地震発生時刻 

５月６日 鳥島近海の地震 

震央分布図 
（1980 年１月１日～2018 年５月 31 日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 
2018 年５月の地震を濃く表示 

今回の地震 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

ａ 

※情報発表に用いた震央地名は〔八丈島東方沖〕である。

鳥島 

八丈島 

伊豆大島 

2006 年１月１日の地震
(M5.9) 

1996 年９月５日の地震
（M6.2） 

2015 年５月３日の地震
（M5.9） 

今回の地震及び今回の地震の震央周辺で津波を
観測した地震の発震機構（CMT 解） 

深さ 10km
Mw5.7 

深さ 10km
Mw5.7 

深さ 10km 
Mw5.6 

※深さはセントロイド 

2018 年５月６日の地震
(M5.7)（今回の地震） 

 

深さ 10km 
Mw5.3 

各津波観測施設の津波波形 

－は値が決定できないことを示す。 

※1 八丈島八重根は巨大津波観測計により観測（観測単位は 0.1ｍ）。

津波の観測値の測り方を示す。第一波の向きは、下方向が「引き」、

上方向が「押し」となる（上の例の場合は「引き」となる）。 

最大の高さ 

第一波の高さ 平常潮位

第一波の

到達時刻

最大の高さの

発現時刻 

第一波の向き 

＜津波の測り方の模式＞ 

神津島 

三宅島 

各津波観測施設における今回の地震の津波観測値 

25cm

最大の高さ発現時刻

伊豆大島岡田

八丈島八重根

南伊豆町石廊崎

海）神津島神津島港

海）三宅島阿古 

石廊崎 

緑色の吹き出しは津波を観測した地震。 

第2図 2018年5月6日 鳥島近海の地震 
Fig. 2  The earthquake near Torishima Island on May 6, 2018. 
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 2018 年５月 12 日 10 時 29 分に長野県北部の深
さ 11km で M5.2 の地震（最大震度５弱）が発生し
た。この地震は、地殻内で発生した。発震機構は
西北西－東南東方向に圧力軸を持つ型である。 
1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震

の震源付近（領域ａ）では、1998 年７月１日に M5.0
の地震（最大震度４）の地震が発生している。ま
た、2014 年 11 月 22 日に M6.7 の地震（最大震度
６弱）が発生し、負傷者 46 人、住家全壊 77 棟な
どの被害が生じた（被害は、総務省消防庁による）。
この地震は、神城断層（糸魚川－静岡構造線断層
帯の構成断層のひとつ）の北部で発生した（「糸魚
川－静岡構造線断層帯の長期評価（第二版）」によ
る）。 
1923年以降の活動をみると、今回の震央付近（領

域ｂ）では、1986 年 12 月 30 日に M5.9 の地震（最
大震度４）が発生している。また、領域ｂの周辺
で 1965 年から発生した「松代群発地震」では、負
傷者15人、住宅全壊10棟などの被害が生じた（「日
本被害地震総覧」による）。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年７月 31 日、 

深さ０～20km、M≧2.0） 
2018 年５月以降の地震を濃く表示 

５月 12 日 長野県北部の地震 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年７月 31 日、 

深さ０～100km、M≧4.0） 
2018 年５月以降の地震を濃く表示 

今回の地震

ｂ 
領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

ａ 

今回の地震 

長野県 

新潟県 

富山県 

長野市

新潟県 

富山県 

小谷村 

白馬村 

小川村 

糸魚川－静岡構造線断層帯 

図中の茶色の細線は、地震調査研究推進本部の長期評価による

活断層を示す。 

図中の茶色の細線は、地震調査研究推進本部の長期評価による

活断層を示す。 

「松代群発地震」 

「平成16年（2004年）

新潟県中越地震」

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

（2018 年５月 12 日～７月 31 日、Ｍすべて）

5月 6月 7月 

大町市 

第3図(a) 2018年5月12日 長野県北部の地震 
Fig. 3(a)  The earthquake in the northern part of Nagano Prefecture on May 12, 2018. 
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第3図(b) つづき 
Fig. 3(b)  Continued. 
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５月１２日 長野県北部の地震（周辺の発震機構分布）

初動発震機構解分布図
（1997年10月～2018年５月31日、

深さ０～20km、Ｍ≧2.0）

2018年5月12日M5.2

2014年11月22日M6.7

P軸分布図

T軸分布図

三角ダイアグラム
P軸ローズダイアグラム T軸ローズダイアグラム

糸魚川-静岡構造線断層（北部）の
断層モデルとの対比

（赤色が今回の地震）

左図矩形領域内断面図（A-B投影）

B

A

BA

第3図(c) つづき 
Fig. 3(c)  Continued. 
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震央分布図
（2014年11月22日22時08分～2018年6月2日、深さ0‐20km、M≧1.0）

ａ 領域ａ内のM‐T図及び回数積算図

5月12日 長野県北部の地震（b値･ETAS･大森宇津）

Mth = 1.0
b = 0.77
N = 1592
AIC = 1354.752

領域ａ内のb値

AIC = ‐8568.962

－モデル
－観測

モデルからのずれ（100分割）

ETAS 全期間 大森・宇津式 今回の地震発生前
今回の地震を2次余震とした

2段の大森・宇津式

K1: 176.817
c1: 0.053
p1: 1.080

－モデル
－観測

K2: 4.378
c2: 0.002
p2: 1.029

2018年5月以降の地震を赤く表示

全期間

今回の地震

Mth = 1.0
b = 0.78
N = 1547
AIC = 1293.208

Mth = 1.0
b = 0.61
N = 45
AIC = 60.894

今回の地震の発生前 今回の地震の発生後

AIC = ‐8282.910

－モデル
－観測

モデルからのずれ（10分割）

AIC = ‐8108.206 K: 4.766
c: 0.002
p: 0.997
N = 45－モデル

－観測

AIC = ‐179.057K: 177.056
c: 0.054
p: 1.080
N = 1547

モデルからのずれ（100分割）

大森・宇津式 今回の地震発生後
M≧0.95M≧0.95 M≧0.95

• AICの評価では、ETASモデルのほうが適合がよい。

• 5/12の地震後の地震活動が、ETASモデルによる

予測よりも低調とみられる。

• 大森･宇津式では、5/12の地震の前後で、減衰を

示すパラメータpはほぼ同じである。5/12の地震

を2次余震とみなした2段階大森･宇津式でも同様

である。

今回の地震前 後

AIC（全期間）＝（‐8108.206）＋（‐179.057）＝‐8287.263
AIC（前） AIC（後）

6/1

μ: 0.0354
K: 0.0161
c: 0.0165
p: 1.161
α: 1.429
N = 1592

5/21

b値計算単位：100イベント
プロット単位：50イベント

今回の地震の発生前までの
b値の時間変化

第3図(d) つづき 
Fig. 3(d)  Continued. 
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５月 17 日、10 月 12 日 千葉県北東部の地震 

 2018 年５月 17 日 12 時 12 分に千葉県北東部の深
さ 52km で M5.3 の地震（最大震度４、今回の地震①）
が発生した。また、この地震の震源付近では、10 月
12 日 13 時 15 分に深さ 52km で M5.2 の地震（最大震
度４、今回の地震②）が発生した。今回の地震①は
発震機構が東西方向に圧力軸を持つ逆断層型、今回
の地震②は発震機構が西北西－東南東方向に圧力軸
を持つ逆断層型で、いずれの地震も太平洋プレート
とフィリピン海プレートの境界で発生した。 
1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震の

震源付近（領域ｂ）では、M6.0 以上の地震が時々発
生しており、東北地方太平洋沖地震の発生以降、地

震活動が活発になった。 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年 10 月 31 日、 

深さ０～150km、M≧2.0） 
2018 年５月以降の地震を赤く表示 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

ａ 

ｂ 

今回の地震② 

（2011 年３月１日～2018 年 10 月 31 日）

東北地方太平洋沖地震発生 

Ｂ

Ａ 

Ａ 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年 10 月 31 日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 ｃ 

Ｂ

今回の地震② 

今回の地震② 

1923 年以降の活動をみると、今回の地震の震央周
辺（領域ｃ）では、Ｍ６程度の地震が時々発生して
いる。1987 年 12 月 17 日に発生した千葉県東方沖地
震（M6.7、最大震度５）では、死者２人、住家全壊
16 棟などの被害が生じた（被害は「日本被害地震総

覧」による）。 

関東地震 

千葉県東方沖地震 

今回の地震①

今回の地震①

※５月 17 日の地震で情報発表に用いた震央地名は〔千葉県東方沖〕である。

今回の地震①

第4図(a) 2018年5月17日，10月12日 千葉県北東部の地震 
Fig. 4(a)  The earthquakes in the north-eastern part of Chiba Prefecture on May 17 and October 12, 2018. 
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第4図(b) つづき 
Fig. 4(b)  Continued. 
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 2018 年５月 25 日 21 時 13 分に長野県北部の深
さ６km で M5.2 の地震（最大震度５強）が発生し
た。この地震は、地殻内で発生した。発震機構は
北北西－南南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型
である。震源は、十日町断層帯の南端付近に位置
している。この地震の発生後、７月 31 日までに震
度１以上を観測する地震が 20 回（最大震度３：１
回、最大震度２：６回、最大震度１：13 回）発生
するなど、６月はじめ頃にかけて地震活動が活発
となった。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震
の震源付近（領域ａ）では、2011 年３月 12 日に
M6.7 の地震（最大震度６弱）の地震が発生し、同
年６月頃にかけて活発な地震活動がみられた。ま
た、今回の地震の北東では、2004 年 10 月 23 日に
「平成 16 年（2004 年）新潟県中越地震」（M6.8、
最大震度７）が発生している。 

1923年以降の活動をみると、今回の震央付近（領
域ｂ）では、2011 年３月 12 日の地震（M6.7）が
発生するまで、あまり地震活動がみられていなか

った。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年７月 31 日、 

深さ０～20km、M≧2.0） 
2018 年５月の地震を濃く表示 

５月 25 日 長野県北部（長野県・新潟県県境付近）の地震 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年７月 31 日、 

深さ０～100km、M≧4.0） 
2018 年５月の地震を濃く表示 

今回の地震 

ｂ 
領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

ａ 

今回の地震

長野県 

長野県 

群馬県

新潟県 

群馬県 

新潟県

十日町断層帯 

図中の茶色の細線は、地震調査研究推進本部の長期評価による

活断層を示す。 

図中の茶色の細線は、地震調査研究推進本部の長期評価による

活断層を示す。 

「松代群発地震」 

「平成 16 年（2004 年）

新潟県中越地震」 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

（2018年５月25日 21時～7月31日、
Ｍすべて） 

「平成16年（2004年）

新潟県中越地震」

第5図(a) 2018年5月25日 長野県北部の地震 
Fig. 5(a)  The earthquake in the northern part of Nagano Prefecture on May 25, 2018. 
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５月２５日 長野県北部の地震
（2011年３月12日以降のDD法※による再決定震源分布）

震央分布図
（2011年３月12日03時～2018年５月31日、

深さ０～15km、Ｍ≧1.0）
2018年５月の地震を赤で示す

左図青色矩形内全域断面図（Ａ－Ｂ投影）

震央分布図中の茶色の細線は地震調査研究推進本部
の長期評価による活断層の地表トレースを示す。

十日町断層帯（西部）

左図青色矩形内全域時空間分布図（Ｃ－Ｄ投影）

十日町断層帯（東部）

※Double‐Difference法（Waldhauser and Ellsworth, 2000）

• 今回の地震は2011年３月12日のM6.7の地震の活動域内で発
生しており、震源分布の傾斜方向にも一致している。

• 2011年以降の活動域のうち、今回の地震を含む南側（領域
ｄ、ｅ）では、主に北西方向へ傾き下がる分布が見られる
。北側では明瞭な傾斜分布は見られない。

• 今回の地震以降の活動は北西方向へ傾き下がる分布と北へ
傾き下がる分布が見られる。

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｃａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ＢＡ

Ｄ

Ｃ

各領域（ａ～ｅ）断面図（Ａ－Ｂ投影）

ＢＡ ＢＡ ＢＡ

ＢＡ ＢＡ

領域ａ 領域ｂ 領域ｃ

領域ｄ 領域ｅ

領域ｆ断面図（南北投影）

南

北

第5図(b) つづき 
Fig. 5(b)  Continued. 
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５月２５日 長野県北部の地震（周辺の発震機構分布）

初動発震機構解分布図
（1997年10月～2018年５月31日、

深さ０～20km、Ｍ≧2.0）

2018年5月25日M5.2

2011年3月12日M6.7

P軸分布図

T軸分布図

三角ダイアグラム
P軸ローズダイアグラム T軸ローズダイアグラム

断層モデルとの対比
（赤色が今回の地震）

左図矩形領域内断面図（A-B投影）

B

A

BA

第5図(c) つづき 
Fig. 5(c)  Continued. 
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震央分布図
（2011年3月12日03時00分～2018年6月2日24時、

深さ0‐20km、M≧1.0）

ａ

領域ａ内のM‐T図及び回数積算図

b = 0.70
Mth = 2.1
N = 587
AIC = 619.968

全期間

b = 0.70
Mth = 2.1
N = 566
AIC = 598.912

今回の地震の発生前まで

b = 0.70
Mth = 1.0
N = 105
AIC = 113.059

b値計算単位：100イベント
プロット単位：50イベント

今回の地震の発生以降
今回の地震の発生前までの

b値の時間変化

5月25日 長野県北部の地震（b値、ETAS、大森･宇津式）

－モデル
－観測

モデルからのずれ（100分割）

今回の地震

ETAS
2段の大森･宇津式

今回の地震を2次余震とした場合

Mth = 2.1
N = 587
AIC = ‐1963.078

K1: 62.628
c1: 0.045
p1: 1.104

K2: 1.185
c2: 0.009
p2: 1.437

今回の地震前 後

μ: 0.0071
K: 0.0094
c: 0.0176
p: 1.166
α: 1.670
N = 587

AIC = ‐2111.441

－モデル
－観測

－モデル
－観測

K: 13.550
c: 0.014
p: 1.141
Mth = 1.0
N = 105

AIC = ‐697.993

大森･宇津式
今回の地震の発生以降

2018年5月以降の地震を赤く表示

（参考）

 
第5図(d) つづき 
Fig. 5(d)  Continued. 
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東北地方太平洋沖地震後に周辺内陸で活発化した領域の状況

震央分布図（1997年10月1日～2018年5月31日、
M≧2.0、30km以浅）

領域aの
MT・回数
積算図

東北地方太平洋沖地震発生前を灰、東北地方太平洋沖地震
発生～2017年12月31日を水色、2018年1月1日以降を赤とし、
水色、灰色、赤の順に表示

領域a 領域aの
時空間
分布

（AB投影）

A

B

評価期間：2011年3月11日～6月10日
基準期間：1997年10月1日～2011年3月10日
M2.0以上の震央から半径10kmでポアソン分布
による出現確率が1％以下（指数8相当）

東北地方太平洋沖地震前と比べて活発化している領域の検出

最近3ヶ月は出現確率を1％以下（指数8相当）に
変更しても活発化領域は検出されなかった

領域ａ内で以下条件を満たす領域を活発化していると見なしてreasaにより検出（明田川・伊藤、2008）し、赤円で表示した。
なお、基準期間のデータ時系列がポアソン過程とみなせる（そうであるとする帰無仮説がコルモゴロフ・スミルノフ検定により有意水準
5％で棄却されない）領域のみ、調査対象としている。

評価期間：2011年3月11日～6月10日
基準期間：1997年10月1日～2011年3月10日
M2.0以上の震央から半径10kmでポアソン分布
による出現確率が5％以下（指数7相当）

評価期間：2018年3月1日～5月31日
基準期間：1997年10月1日～2011年3月10日
M2.0以上の震央から半径10kmでポアソン分布
による出現確率が5％以下（指数7相当）

領域a
最近3ヶ月で活発

（出現確率5％以下）

東北地方太平洋沖
地震発生後3ヶ月で
活発
（出現確率5％以下）

東北地方太平洋沖
地震発生後3ヶ月で
活発
（出現確率1％以下）

A

B

第5図(e) つづき 
Fig. 5(e)  Continued. 
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①

②

③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪

①
②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧

⑨

⑩

⑪

東北地方太平洋沖地震後に活発化がみられた領域の状況

震央分布図（1997年10月1日～2018年5月31日、
M≧2.0、30km以浅）

東北地方太平
洋沖地震発生
前を灰、東北
地方太平洋沖
地震発生～
2017年12月31

日を水色、
2018年1月1日

以降を赤とし、
水色、灰色、
赤の順に表示

前頁で最近3ヶ月間における活発化が検出された領域のうち、東北地方太
平洋沖地震後に活発化がみられた領域について地震活動経過を示した。
5月25日にM5.2が発生した新潟・長野県境（⑨）のほか、岩手県と秋田県
の内陸（①～④）、福島・山形県境（⑤）、福島県浜通り～茨城県北部（⑥）、
千葉県北東部（⑦、⑧）、長野県中部（⑩、⑪）で続いているが、減衰に向
かう様子は領域により異なっている。

領域別のMT・回数積算図

第5図(f) つづき 
Fig. 5(f)  Continued. 
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千葉県東方沖から千葉県北東部及び南部付近にかけての地震活動
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年６月３日から千葉県東方沖から千葉県北東

部及び千葉県南部付近にかけて地震活動が活発とな

り、７月 31 日までに最大震度１以上を観測した地震

が 29 回（最大震度４：２回、最大震度３：６回、最

大震度２：８回、最大震度１：13 回）発生した。最

大規模の地震は、６月 12 日 05 時 09 分に千葉県東方

沖の深さ 17km で発生した M4.9 の地震（最大震度３、

地震①）で、また最大震度４を観測した地震は、16

日 11 時 09 分の M4.4 の地震（地震②）及び 26 日 19

時 46 分の M4.3 の地震（地震③）である。地震①②の

発震機構は北北西－南南東方向に圧力軸を持つ逆断

層型、地震③の発震機構は南北方向に圧力軸を持つ逆

断層型で、いずれの地震もフィリピン海プレートと陸

のプレートの境界で発生した。今回の地震活動に同期

して、プレート境界でゆっくりすべりが発生している

（国土地理院、防災科学技術研究所による）。 

今回の地震活動の震源付近（領域ｂ）では、1996

年、2002 年、2007 年、2011 年、2014 年にもプレート

境界でゆっくりすべりとまとまった地震活動が同期

して発生した（国土地理院、防災科学技術研究所によ

る）。 

1923 年以降の活動をみると、今回の地震の震央周

辺（領域ｃ）では、M6.0 以上の地震が４回発生して

おり、そのうち、1987 年 12 月 17 日にフィリピン海

プレート内部で発生した千葉県東方沖の地震（M6.7、

最大震度５）では、死者２人、負傷者 161 人、住家全

壊 16 棟、住家一部破損７万余棟などの被害が生じた

（「理科年表」による）。 

震央分布図 

（1995 年１月１日～2018 年７月 31 日、

深さ０～60km、M≧2.0） 
2018 年６月以降の地震を濃く表示 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

ａ 

領域ａ内の断面図（南北投影） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 

（1923 年１月１日～2018 年７月 31 日、 

深さ０～120km、M≧5.0） 

南 北 

ｂ 

ｃ 

（2018 年６月１日～７月 31 日、M≧0.5）

地震①

地震③ 

地震① 

地震② 

地震②の
震央位置

地震①の
震央位置 

地震② 

地震③ 

地震③の
震央位置両矢印の期間は検知能力が低い 

赤矢印はプレート境界でゆっくりすべりとまとまった

地震活動が同期して発生した時期を示す 

 

第6図(a) 2018年6月3日からの千葉県東方沖から千葉県北東部及び南部付近にかけての地震活動 
Fig. 6(a)  Seismic activity east off Chiba Prefecture and in the north-eastern and southern part of Chiba 

Prefecture from June 3, 2018. 
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第6図(b) つづき 
Fig. 6(b)  Continued. 
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第6図(c) つづき 
Fig. 6(c)  Continued. 
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千葉県東方沖の地震活動（分布・回数比較）

震央分布図（1996年5月17日～2018年7月31日、M≧1.0、40km以浅）

領域ａ内の時空間分布（南北投影）

ゆっくりすべりの開始から60日間の震源のみ表示。

領域ａ

検知能力
が低い

ゆっくりすべり開始から60日間の震源を以下の色分けで表示した。
1996年の事例： 灰色
2002年の事例： 水色
2007年の事例： 桃色
2011年の事例： 紺色
2014年の事例： 黄緑色
2018年の事例： 赤色

また、各事例（開始から60日間）で最大規模の地震と、これまでに観
測された最大震度の地震に吹き出しをつけた（発震機構は初動解）。

なお、2016年4月（自動処理活用開始）以降は検知能力が高くなって
いる可能性がある。

検知能力
が低い

東西

北

南

領域ａ内の時空間分布（東西投影）

参考

領域ａ内のＭＴ・回数積算図（M≧2.0）

第6図(d) つづき 
Fig. 6(d)  Continued. 
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第6図(e) つづき 
Fig. 6(e)  Continued. 
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第6図(f) つづき 
Fig. 6(f)  Continued. 
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第6図(g) つづき 
Fig. 6(g)  Continued. 
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第6図(h) つづき 
Fig. 6(h)  Continued. 
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第6図(i) つづき 
Fig. 6(i)  Continued. 
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６月 17 日 群馬県南部の地震 

 2018 年６月 17 日 15 時 27 分に群馬県南部の深
さ 14km で M4.6 の地震（最大震度５弱）が発生し
た。この地震は地殻内で発生した。発震機構は東
西方向に圧力軸を持つ逆断層型である。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震
の震源付近（領域ａ）は、Ｍ２～Ｍ３程度の微小
な地震が時々発生しているものの、M4.0 以上の地
震は今回が初めてである。 

1923 年１月以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺（領域ｂ）では、Ｍ４程度の地震がまれ
に発生している。 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

（2018 年６月１日～６月 30 日、M≧0.5）

 

 

 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年６月 30 日、 

深さ０～50km、M≧4.0） 
2018 年６月の地震を濃く表示 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

ｂ

 

今回の地震 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年６月 30 日、 

深さ０～30km、M≧2.0） 
2018 年６月の地震を濃く表示 

新潟県
福島県 

長野県 

群馬県 
栃木県 

埼玉県

大久保断層

太田断層 

深谷断層帯

図中の茶色の細線は、地震調査研究推進本部の長期評価による

活断層を示す。 

ａ 

今回の地震 

第7図(a) 2018年6月17日 群馬県南部の地震 
Fig. 7(a)  The earthquake in the southern part of Gunma Prefecture on July 17, 2018. 
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6月17日群馬県南部の地震（付近の地震活動と発震機構）

震央分布図（1997年10月1日～2018年6月30日、
M全て、60km以浅）

領域ａ内の断面図（ＡＢ投影）

領域ｂ内のＭＴ・回数積算図

領域ａ

Ａ

Ｂ

領域ｂＡ Ｂ

初動発震機構解分布（1997年10月1日～2018年
6月30日、M≧3.0、30km以浅） 左図のＰ軸方位分布

上図の三角ダイアグラム・主応力軸方位ローズダイアグラム

領域ｃ内 図全体

今回の地震は、活火山及び深部低周波地震活動域の
近傍にあり、地殻内で非弾性変形が卓越している領域
の周辺で発生した可能性がある。

領域ｃ

通常の地震（M2.0以上、30km以浅）は2018年6月以降を赤、それ以前
をグレーで表示。深部低周波地震（M全て、60km以浅）は緑で表示。

今回の
地震

今回の地震

Frohlich（2001）に

基づく断層型分類
を用いて、逆断層
型を青、横ずれ断
層型を緑、正断層
型を赤、それ以外
をグレーで表示。

今回の地震の解
はピンクで縁取り。

図中の茶線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。

▲は活火山

今回の地震 今回の地震

領域ｃ

第7図(b) つづき 
Fig. 7(b)  Continued. 
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大久保断層

A B

6月17日 群馬県南部の地震（DD法※による再計算震源）

震央分布図
（2018年6月17日15時～30日、M≧0.5、深さ≧20km）

領域ａ内の断面図（A‐A′投影）

• 地震活動分布から、大久保断層との関係性は見られない。

• Ｍ4.6の初動解の節面（赤線）の走向に直交した断面（Ｂ－Ｂ′ 断面）
を見ても、数が少ないため、明瞭な傾斜分布は見られない。

大久保断層の断層モデル

A

B′

赤城山

大久保断層の
断層モデル

ａ

ｂ

B

A′

A′ B′
領域ｂ内の断面図（B‐B′投影）

Ｍ4.6の地震の初動解

※Double‐Difference法（Waldhauser and Ellsworth, 2000）

震央分布図中の茶色の線は、地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。
地形は国土地理院の標高データによる。

栃木県
群馬県

埼玉県

第7図(c) つづき 
Fig. 7(c)  Continued. 
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 2018 年７月７日 20時 23分に千葉県東方沖の
深さ 57km で M6.0 の地震（最大震度５弱）が発
生した。この地震は、発震機構（CMT 解）が西
北西－東南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型
で、太平洋プレート内部で発生した。 
 なお、今回の地震の震央付近では、フィリピ
ン海プレートと陸のプレートの境界におけるゆ
っくりすべりに伴い、６月３日からまとまった
地震活動がみられ、６月 12 日に M4.9 の地震（最
大震度３）、同 16 日に M4.4 の地震（最大震度４）
が発生しているが、これらとは深さが 30～40km
程度異なっている。 
1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地

震の震源付近（領域ｂ）では、2003 年９月 20
日に M5.8 の地震（最大震度４）が発生し、負傷
者８人の被害が生じた（総務省消防庁による）。
1923 年以降の活動をみると、今回の震央付近

（領域ｃ）では、M6.0 以上の地震が４回（今回
の地震を除く）発生しており、このうち 1987 年
12 月 17 日にフィリピン海プレート内部で発生
した千葉県東方沖の地震（M6.7、最大震度５）
では、死者２人、負傷者 161 人、住家全壊 16 棟、
住家一部破損７万余棟などの被害が生じた（「日
本被害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年７月 31 日、 

深さ０～120km、M≧5.0） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領域ａ内の断面図（東西投影） 

７月７日 千葉県東方沖の地震 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

今回の地震

ｂ 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

ａ

今回の地震 

 

 震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年７月 31 日、 

深さ０～150km、M≧2.0） 
2018 年６月１日～７月６日の地震を濃く表示 

2018 年７月７日以降の地震を赤く表示 

西              東 

今回の地震

ｃ

（2018年７月７日12時～31日、M≧1.0）

7 11 21 31 日

CMT 

 

第8図(a) 2018年7月7日 千葉県東方沖の地震 
Fig. 8(a)  The earthquake east off Chiba Prefecture on July 7, 2018. 

－ 147 －



第8図(b) つづき 
Fig. 8(b)  Continued. 
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A B

A

B

7月7日 千葉県東方沖の地震（Ｐ相のみを用いたDD法※による再計算震源）

震央分布図
（再計算対象：2018年7月7日～31日、M1.5以上、深さ0～90km）

ｂ

千葉県

領域ｂ内の断面図（深さ30～70km）

ａ

• 地震活動の分布からは太平洋プレートとフィリピン海プレートの境界に沿った分布は
みられない。

• 地震活動の分布は北西－南東方向の線状分布がみられ、その方向に直交する断面
（Ａ－Ｂ断面）をみると、ほぼ鉛直に並んだ分布がみられる。これは主な破壊が横ず
れ断層で発生していることを示唆しており、Ｍ6.0の地震のＣＭＴ解と調和的である。

• Ｍ6.0の震源はその後の地震活動の震源に対して、相対的に浅いという結果となった。

※Double‐Difference法（Waldhauser and Ellsworth, 2000）

震央分布図中の赤の逆三角形は、ＤＤ法再計算
に用いた観測点を示す。

Ｍ6.0の地震のＣＭＴ解

領域ａ内の断面図（東西投影）

東西

C

A C

Ｓ相の読み取り誤差が震源決定に与える影響
が大きい可能性があるため、Ｐ相のみを用いて次
の手順で震源再決定を行った。

震央分布図中の赤三角で示した観測点の検測
値に対して観測点補正（補正値は暫定震源に対
する各観測点の走時残差の平均）を行った上で、
観測点限定による震源再決定を行った。その震
源を初期震源として、ＤＤ法による震源再決定を
行った。

Ｐ相のみを用いて、震源決定を行っているため、
相対的な位置は確からしいと考えられる。

第8図(c) つづき 
Fig. 8(c)  Continued. 
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第8図(d) つづき 
Fig. 8(d)  Continued. 
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Global CMT GEOFON

Mw 5.9 5.8

深さ 47km 40km

７月７日 千葉県東方沖の地震（各機関のMT解）

気象庁CMT
防災科研
（F‐net）

USGS
（W‐phase）

Mw 5.9 5.9 5.9

深さ 54km 56km 46km

防災科研（F‐net）：http://www.fnet.bosai.go.jp/event/joho.php?LANG=ja

USGS（W‐phase）：https://earthquake.usgs.gov/earthquakes/map/

Global CMT：http://www.globalcmt.org/CMTsearch.html

GEOFON MT：http://geofon.gfz‐potsdam.de/eqinfo/list.php?mode=mt

防災科研（AQUA）

Mw5.8，深さ54km

http://www.hinet.bosai.go.jp/AQUA/aqua_catalogue.php?LANG=ja

（参考）気象庁初動発震機構

第8図(e) つづき 
Fig. 8(e)  Continued. 
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30km50km70km

20km

10km

相模トラフ

今回の地震
35.0

35.5

34.5

140.0                         140.5                          141.0

35.0

35.5

34.5

140.0                         140.5                          141.0

7月7日千葉県東方沖の地震（周辺の発震機構解）

【参考】セントロイドの深さ0～100kmの解を表示した場合

三角ダイアグラム、Ｐ・Ｔ・Ｎ軸方位のローズダイアグラム

Ｐ軸方位表示 Ｔ軸方位表示

気象庁ＣＭＴ解分布（1997年10月1日～2018年7月31日、
深さ40～70km、Mw≧4.0）

色分けは断層型の分類（Frohlich, 2001）を示す。図中の黒点線は、太平洋プレート上面（Nakajima 
and Hasegawa, 2006）及びフィリピン海プレート上面（弘瀬ほか、2008）の等深線を示す。

セントロイドの位置と深さを用いて表示し、今回の地震の解をピンクの縁取りで示す。

Ｐ軸方位表示 Ｔ軸方位表示

深さ50km前後では相模トラフ以北でP軸の向き

は東西方向が卓越し、今回の地震付近では横
ずれ断層型がよくみられる

 
第8図(f) つづき 
Fig. 8(f)  Continued. 
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房総半島沖ゆっくりすべりが7月7日千葉県東方沖の地震に与える影響（ΔCFF）

入力断層 ： 7月定例地震調査委員会・防災科研資料のゆっくりすべりの断層モデル（参考含む４モデル全て）を使用させていただきました。
受け手断層 ： 周辺の気象庁初動解（150km以浅、深さは一元化震源）の２節面を使用しました。

（7月7日千葉県東方沖の地震（Mj6.0）は、深さ修正後の震源及び再計算後の初動解を使用しました。）
剛性率は60GPa、摩擦係数0.4と仮定して計算しました。

黄線は入力断層、緑の縁取りは今回の活動の解を示す。

Mj6.0の解の両節面ともΔCFFは促進センス、大きさは地球潮汐を超えている可能性もある

節面１（dipが低角な方）に対するΔＣＦＦ 節面２（dipが高角な方）に対するΔＣＦＦ両節面に対するΔＣＦＦのセンス

7/7の地震
（Mj6.0）

計算対象とした節面を黒線で表示

第8図(g) つづき 
Fig. 8(g)  Continued. 
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７月 17 日 茨城県沖の地震 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年７月 31 日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 

 2018 年７月 17 日 04 時 34 分に茨城県沖の深
さ 52km で M4.8 の地震（最大震度４）が発生し
た。この地震は発震機構が西北西－東南東方向
に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートと
陸のプレートの境界で発生した。この地震の発
生以降、同日 04 時 42 分に M4.1 の地震（最大震
度３）が発生した。 
1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地

震の震源付近（領域ｂ）は、M5.0 以上の地震が
時々発生している。東北地方太平洋沖地震の発
生以降、活動がより活発になっており、2012 年
３月１日には M5.3 の地震（最大震度５弱）、2016
年７月 27 日には M5.4 の地震（最大震度５弱）
が発生している。 
1923 年１月以降の活動をみると、今回の地震

の震央付近（領域ｃ）では、M5.0 以上の地震が
度々発生しており、このうち、1930 年６月１日
に発生した M6.5 の地震（最大震度５）では、が
け崩れ、煙突倒壊などの被害が生じた（被害は
「日本被害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年７月 31 日、 

深さ０～150km、M≧3.0） 
2018 年７月の地震を濃く表示 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 
領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

ａ 

ｃ 

今回の地震

今回の地震

（2011 年３月 11 日～2018 年７月 31 日）

東北地方太平洋沖地震発生 

Ｂ
栃木県 

茨城県 

今回の地震の

震央位置 

Ａ

福島県

ＢＡ 

ｂ 

 
第9図(a) 2018年7月17日 茨城県沖の地震 
Fig. 9(a)  The earthquake off Ibaraki Prefecture on July 17, 2018. 
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第9図(b) つづき 
Fig. 9(b)  Continued. 
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７月 29 日 栃木県北部の地震 

 2018 年７月 29 日 09 時 58 分に栃木県北部の深
さ７km で M4.5 の地震（最大震度３）が発生した。
この地震は地殻内で発生した。発震機構は、北西
－南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型である。
この地震の発生以降、一時的にややまとまった地
震活動がみられた。 
 1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震
の震央付近（領域 a）では、ややまとまった地震
活動が時々みられており、2000 年には、10 月 18
日に M4.7 の地震、翌 19 日に M4.1 の地震（いずれ
も最大震度４）が発生した。 
1923 年以降の活動をみると、今回の地震の震央

付近（領域ｂ）では、M6.0 以上の地震が３回発生
している。最近では、2013 年２月 25 日に M6.3 の
地震（最大震度５強）が発生した。また、1949 年
12 月 26 日には、08 時 17 分と 08 時 24 分にそれぞ
れ M6.2 と M6.4 の地震が短い時間で連続して発生
し（今市地震）、死者 10 人、負傷者 163 人、住家
全壊 290 棟、非住家全壊 618 棟などの被害が生じ
た（被害は「日本被害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年７月 31 日、 

深さ０～20km、M≧2.0） 
2018 年７月以降の地震を濃く表示 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ａ 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

（2018 年７月 29 日～31 日、Ｍ全て）

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年７月 31 日、 

深さ０～50km、M≧4.5） 
2018 年７月以降の地震を濃く表示 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

ｂ
今回の地震

今回の地震 福島県 

栃木県 

群馬県 

新潟県 

栃木県 

福島県 

群馬県

新潟県

茨城県

今市地震 

震央分布図中の茶色の細線は地震調査研究推進本部の
長期評価による活断層を示す。 

第10図 2018年7月29日 栃木県北部の地震 
Fig. 10  The earthquake in the northern part of Tochigi Prefecture on July 29, 2018. 
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８月 17 日 03 時 21 分、03 時 23 分 硫黄島近海の地震 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年８月 31 日、 

深さ０～700km、M≧6.0） 
2018 年８月の地震を濃く表示 

 2018年８月17日03時21分に硫黄島近海で
M6.3 の地震（震度１以上を観測した地点なし、
今回の地震①）、同日 03時 23 分に硫黄島近海
の深さ 11km（CMT 解による）で M6.6 の地震（最
大震度１、今回の地震②）が発生した。今回
の地震②は発震機構（CMT 解）が東西方向に圧
力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートとフ
ィリピン海プレートの境界で発生した。 

2000 年１月以降の活動をみると、今回の地
震の震央周辺（領域ａ）では、2000 年３月 28
日に M7.9 の地震（最大震度３）が発生するな
ど、M7.0 を超える地震が３回発生している。

1923 年以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺では、M7.0 以上の地震が時々発生し
ている。2010年12月22日には父島近海でM7.8
の地震（最大震度４）が発生し、八丈島八重
根で 0.5m の津波など、東北地方から沖縄地方

にかけて津波を観測した。 

左図の領域内のＭ-Ｔ図 

硫黄島 

海溝軸

震央分布図 
（2000 年１月１日～2018 年８月 31 日、 

深さ０～700km、M≧5.5） 
2018 年８月の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

今回の地震② 

父島 

母島 

硫黄島 

ａ

海溝軸

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震①

父島 

母島 

今回の地震② 

今回の地震①

※2018 年８月 17 日 03 時 23 分の地震（M6.6）の深さは

CMT 解による。 

津波観測あり

津波観測あり

※本資料中のプレート境界の位置は Bird（2003）＊より引用。 

＊参考文献 Bird, P. (2003) An updated digital model of plate boundaries, Geochemistry Geophysics Geosystems, 4(3), 1027, 

doi:10.1029/2001GC000252. 

第11図(a) 2018年8月17日 硫黄島近海の地震 
Fig. 11(a)  The earthquake near Ioto Island on August 17, 2018. 
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８月17日03時23分 硫黄島近海の地震
（プレート境界との位置関係）

今回の地震の概ねの震央位置

ＵＳＧＳ震源位置でのSlab1.0 （Heyes et. al., 2012）によるプレート境界：深さ25km 、走向136°、傾斜角24°

Hayes, G. P., D. J. Wald, and R. L. Johnson (2012), Slab1.0: A three‐dimensional model of global subduction 
zone geometries, J. Geophys. Res., 117, B01302, doi:10.1029/2011JB008524.

出典：http://earthquake.usgs.gov/earthquakes/tectonic/images/philippinesea_tsum.pdf

ＵＳＧＳによるＭＴ解の低角な節面の断層パラメータ：深さ22km 、走向144°、傾斜角24°

ほぼ一致

ＵＳＧＳによるＭＴ解

周辺のGCMT分布図（1976年1月1日～2018年8月31日）

2018年8月の地震を赤で示した

Ａ

Ｂ

Ａ Ｂ
領域ａ内の断面図

ａ

b

領域ｂ内の発震機構分布

（ 2018年8月の地震をピンクで強調した）

領域ｂ内の三角ダイアグラム

（ 2018年8月の地震をピンクで強調した）

第11図(b) つづき 
Fig. 11(b)  Continued. 
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９月５日 茨城県沖の地震 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年９月 30 日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 
2018 年９月の地震を濃く表示 

 2018 年９月５日 05 時 11 分に茨城県沖の深
さ 60km で M5.5 の地震（最大震度４）が発生
した。この地震は太平洋プレート内部で発生
した。発震機構（CMT 解）は東西方向に圧力軸
を持つ逆断層型であった。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地
震の震源周辺（領域ｂ）では、M5.0 以上の地
震が時々発生している。また、2011 年３月 11
日に M6.6 の地震（最大震度４）が発生するな
ど、東北地方太平洋沖地震の発生以降、地震
活動が一時的に活発となった。 

1923 年以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺（領域ｃ）では、M7.0 以上の地震が
３回発生している。このうち 1938 年５月 23
日に発生した M7.0 の地震では、福島県小名浜
で 83cm（全振幅）の津波が観測された（「日本
被害地震総覧」による）。 

領域ｃ内のＭ-Ｔ図 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年９月 30 日、 

深さ０～140km、M≧3.0） 
2018 年９月の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 
 

ａ

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

今回の地震 

今回の地震 

Ａ 

Ｂ

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

Ａ Ｂ 

今回の地震 

ｃ

ｂ 

第12図 2018年9月5日 茨城県沖の地震 
Fig. 12  The earthquake off Ibaraki Prefecture on September 5, 2018. 
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 2018 年９月 10 日 23 時 58 分に千葉県南東沖
の深さ 35km で M4.7 の地震（最大震度４）が発
生した。この地震は、発震機構が北西－南東方
向に張力軸を持つ横ずれ断層型で、フィリピン
海プレート内部で発生した。 
 なお、今回の地震の震央付近では、フィリピ
ン海プレートと陸のプレートの境界におけるゆ
っくりすべりに伴い、６月３日からまとまった
地震活動がみられ、６月 12 日に M4.9 の地震（最
大震度３）、同 16 日に M4.4 の地震（最大震度４）
が発生している。また、７月７日に太平洋プレ
ート内部で M6.0 の地震（最大震度５弱）が発生
した。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地
震の震源付近（領域ｂ）では、M4.0 以上の地震
が３回（今回の地震を除く）発生している。こ
のうち、これまでの最大規模の地震は 2009 年２
月 17 日の M4.6 の地震（最大震度４）である。

1923 年以降の活動をみると、今回の震央付近
（領域ｃ）では、M6.0 以上の地震が時々発生し
ており、このうち 1987 年 12 月 17 日にフィリピ
ン海プレート内部で発生した千葉県東方沖の地
震（M6.7、最大震度５）では、死者２人、負傷
者 161 人、住家全壊 16 棟、住家一部破損７万余
棟などの被害が生じた（「日本被害地震総覧」に

よる）。 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年９月 30 日、 

深さ０～120km、M≧5.0） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領域ａ内の断面図（東西投影） 

９月 10 日 千葉県南東沖の地震 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

今回の地震 

ｂ 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

ａ

今回の地震

 

 震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年９月 30 日、 

深さ０～150km、M≧2.0） 
2018 年９月の地震を濃く表示 

西              東 

今回の地震 

の震央位置 

ｃ 

CMTCMT

第13図 2018年9月10日 千葉県南東沖の地震 
Fig. 13  The earthquake south-east off Chiba Prefecture on September 10, 2018. 
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 2018 年９月 14 日 14 時 35 分に茨城県北部の深
さ７km で M4.9 の地震（最大震度３）が発生した。
この地震は地殻内で発生した。発震機構は東北東
－西南西方向に張力軸を持つ正断層型であった。
この地震は、2016 年 12 月 28 日の M6.3 の地震（最
大震度６弱）の発生以降にまとまった地震活動が
みられている領域内で発生した。この地震の発生
後、震央付近では 14 日 17 時 26 分に M4.2 の地震
（最大震度３）が発生するなど、地震活動がやや
活発となった。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、福島県浜通
りから茨城県北部にかけての地殻内（領域ｂ）で
は、東北地方太平洋沖地震の発生後に地震活動が
活発化し、2011 年４月 11 日に発生した M7.0 の地
震では、死者４人等の被害が生じた（被害は総務
省消防庁による）。この活発な地震活動は徐々に減
衰しつつも継続している。 
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Ｂ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

９月 14 日 茨城県北部の地震 

震央分布図 
（2011 年１月１日～2018 年９月 30 日、 

深さ０～20km、M≧2.0） 
2016 年 12 月 27 日までの地震を薄い×で表示 

2016 年 12 月 28 日から 2018 年８月 31 日の地震を薄い○で表示 

2018 年９月の地震を濃い○で表示 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ａ

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年９月 30 日、 

深さ０～30km、M≧2.0） 
2018 年９月の地震を濃く表示 

ｂ 

領域ａ内の時空間分布図（Ａ－Ｂ投影） 
（2016 年 12 月 28 日～2018 年９月 30 日、M≧1.5）

（2016 年 12 月 28 日～2018 年９月 30 日、M≧1.5）

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

東北地方太平洋沖地震発生 

福島県 

茨城県 

福島県 

茨城県 

Ｂ

Ａ 

CMT

CMT 

今回の地震

今回の地震

今回の地震

第14図 2018年9月14日 茨城県北部の地震 
Fig. 14  The earthquake in the northern part of Ibaraki Prefecture on September 14, 2018. 
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９月 18 日 埼玉県南部の地震 
情報発表に用いた震央地名は〔茨城県南部〕である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年９月 18 日 17 時 11 分に埼玉県南部
の深さ 77km で M4.3 の地震（最大震度４）が
発生した。この地震は、発震機構が東西方向
に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレート
とフィリピン海プレートの境界で発生した。
1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の

地震の震源付近（領域ｂ）では、M4.0 以上の
地震が時々発生している。また、東北地方太
平洋沖地震発生以降、地震活動が以前より活
発になっている。 
1923 年以降の活動をみると、今回の地震の

震央周辺（領域ｃ）では、Ｍ６程度の地震が
時々発生している。1983 年２月 27 日に発生
した M6.0 の地震（最大震度４）では、負傷者
11 人、茨城県で住家一部破損 111 棟などの被
害が生じた。また、1931 年９月 21 日に地殻
内で発生した M6.9 の地震（西埼玉地震）では、
死者 16 人、家屋全壊 207 棟などの被害が生じ
た。（被害はいずれも「日本被害地震総覧」に
よる。） 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年９月 30 日、 

深さ０～150km、M≧2.0） 
2018 年９月の地震を濃く表示 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

ａ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

今回の地震 

ｂ 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年９月 30 日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 

東北地方太平洋沖地震発生 

今回の地震
の震央位置 

Ｂ

Ａ 

ｃ 

今回の地震 

Ａ Ｂ

第15図(a) 2018年9月18日 埼玉県南部の地震 
Fig. 15(a)  The earthquake in the southern part of Saitama Prefecture on September 18, 2018. 
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第15図(b) つづき 
Fig. 15(b)  Continued. 
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10 月４日 千葉県東方沖の地震 

 2018 年 10 月４日 00 時 15 分に千葉県東方沖の
深さ 31km で M4.7 の地震（最大震度４）が発生し
た。この地震の発震機構（CMT 解）は南北方向に
圧力軸を持つ型である。 
1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震

の震源付近（領域ｂ）では、東北地方太平洋沖地
震の発生以降地震活動が活発になり、M4.0 以上の
地震が時々発生している。 
1923 年以降の活動をみると、今回の地震の震央

周辺（領域ｃ）では、Ｍ６程度の地震が時々発生
している。また、1923 年９月１日に発生した関東
地震の前後や東北地方太平洋沖地震の直後にはや

やまとまって地震が発生している。 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年 10 月 31 日、 

深さ０～120km、M≧2.0） 
2018 年 10 月の地震を濃く表示 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

ａ 

ｂ

今回の地震
（2011 年３月１日～2018 年 10 月 31 日）

東北地方太平洋沖地震発生 

Ｂ

Ａ 

Ａ 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年 10 月 31 日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 ｃ 

Ｂ

今回の地震

の震央位置 

今回の地震 

CMT 

第16図 2018年10月4日 千葉県東方沖の地震 
Fig. 16  The earthquake east off Chiba Prefecture on October 4, 2018. 
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10 月７日 愛知県東部の地震 

2018 年 10 月７日 10 時 14 分に愛知県東部の深
さ 42km で M5.0 の地震（最大震度４）が発生した。
この地震は、フィリピン海プレート内部で発生し
た。発震機構は、東北東－西南西方向に張力軸を
持つ横ずれ断層型である。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震
の震源付近（領域ｂ）は、定常的に地震活動の見
られる領域であるが、M5.0 以上の地震が発生した
のは今回が初めてであった。 
 1923 年以降の活動をみると、今回の地震の震央
周辺（領域ｃ）では、1997 年３月 16 日に M5.9 の
地震（最大震度５強）が発生した。この地震によ
り、負傷者４人、住家一部破損２棟の被害が生じ
た（「日本被害地震総覧」による）。 

 

震央分布図  
（1997 年 10 月１日～2018 年 10 月 31 日、 

深さ０～60km、M≧1.0） 
2018 年 10 月の地震を赤く表示 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ａ 

今回の地震

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年 10 月 31 日、 

深さ 30～60km、M≧4.0） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震 

ｂ 

愛知県 

静岡県 

愛知県 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

Ｂ 

Ａ 

ＢＡ 

今回の地震 

ｃ 

第17図 2018年10月7日 愛知県東部の地震 
Fig. 17  The earthquake in the eastern part of Aichi Prefecture on October 7, 2018. 
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10 月 15 日 栃木県北部の地震 

 2018 年 10 月 15 日 16 時 10 分に栃木県北部の深
さ３km で M3.7 の地震（最大震度４）が発生した。
この地震は地殻内で発生した。発震機構は北西－
南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震

の震央付近（領域ａ）では、東北地方太平洋沖地
震の発生以降、地震活動が活発になり、2013 年２
月 25 日に M6.3 の地震（最大震度５強）が発生し

た以降は、さらに活発になった。 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年 10 月 31 日、 

深さ０～20km、M≧2.0） 
2018 年 10 月の地震を赤く表示 

青色の▲は活火山を示す 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ａ内の時空間分布図（東西投影） 

ａ 

東北地方太平洋沖地震発生 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年 10 月 31 日、 

深さ０～40km、M≧5.0） 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 
今回の地震の

震央位置 

ｂ

今回の地震 

1923 年以降の活動をみると、今回の地震の震央
周辺（領域ｂ）では、1949 年 12 月 26 日に M6.2
と M6.4 の地震が短い時間で連続して発生し（今市
地震）、死者 10 人、負傷者 163 人、住家全壊 290
棟などの被害が生じた（被害は「日本被害地震総
覧」による）。 

福島県 
新潟県

栃木県 

茨城県 
埼玉県長野県

群馬県

今市地震

第18図 2018年10月15日 栃木県北部の地震 
Fig. 18  The earthquake in the northern part of Tochigi Prefecture on October 15, 2018. 
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10 月 27 日 茨城県沖の地震 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年 10 月 31 日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 
2018 年 10 月の地震を濃く表示 

 2018 年 10 月 27 日 09 時 08 分に茨城県沖の
深さ 10km（CMT 解による）で M5.0 の地震（最
大震度３）が発生した。この地震は陸のプレ
ートの地殻内で発生した。発震機構（CMT 解）
は東西方向に張力軸を持つ型であった。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地
震の震央周辺（領域ａ）では、M5.0 以上の地
震が時々発生している。また、2011 年７月 31
日に M6.5 の地震（最大震度５強）が発生する
など、東北地方太平洋沖地震の発生以降、地
震活動が活発となった。 

1923 年以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺（領域ｂ）では、M6.0 以上の地震が
時々発生している。このうち 1938 年５月 23
日に発生した M7.0 の地震では、福島県小名浜
で 83cm（全振幅）の津波が観測された（「日本
被害地震総覧」による）。 

領域ｂ内のＭ-Ｔ図 

ａ

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

今回の地震

今回の地震 

東北地方太平洋沖地震発生 

ｂ

※2018 年 10 月 27 日の地震の深さは CMT 解による

福島県 

茨城県 

茨城県 

福島県 

広域図 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年 10 月 31 日、 

深さ０～60km、M≧3.0） 
2018 年 10 月の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 
 

第19図 2018年10月27日 茨城県沖の地震 
Fig. 19  The earthquake off Ibaraki Prefecture on October 27, 2018. 
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